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バケツ稲づくり体験発表会参加報告（門前自治

会）

来訪者の皆様へ

門前自治会は、地域の交流活動（相互

コミュニケーション）の一環として、

会員、門前会、地域の子供達へバケツ

稲づくりセット（種もみ、肥料、マ

ニュアル）等を配布致しました。

バケツ稲づくりセットは、全農中央会

より200セット寄贈頂きました。

その一部を平成24年5月頃、地元小学

校へ配布致しました。

地元小学校において、従来、5年生の

生徒さん達が体験授業として、バケツ

稲づくりを実施しています。

門前自治会として、バケツ稲づくり

セットを希望する生徒さんへ配布致し

ました。

このような経緯により、平成24年11月

20日地元の第六小学校の稲づくり体験

発表会に、門前自治会は参加致しまし

た。

発表会の内容は、グループ毎に分か

れ、稲づくりの歴史やお米の食べ方

等、体験に基づいた内容と学んだ情報

をおりまぜた内容であり、、生徒さん

達の発表内容に感動致しました。

発表会最後に門前自治会として、発表

会代表者に表彰状を授与致しました。

体験発表の様子 体験発表の様子 紙芝居にて体験発表

・発表資料

弥生時代の説明

今から8000ぐらい前が弥生時

代という時代です。

弥生時代のときは、言葉も、

ちがうし身につけているもの

も違います。

またお米に関しては、約2300

年ほどまえに、日本全部に広

まったと言われています。

また、弥生時代の頃から、お

米には栄養があると言われて

いました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

日本のお米の歴史

日本人の食の友 食文化の基本

とも言えるのは「お米」です

が、いつ頃日本に入ってきた

かというと、今から

2000〜3000年前、弥生時代

か、縄文時代の頃には、朝鮮

半島や台湾を経て北九州に伝

わってきたと言われていま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

また現在日本で栽培されている米の

起源は肥料をやらずに育てると赤く

長く育つ「赤長米」である、中国の

福建米とされています。稲作が日本

に伝わった頃の人々は、狩りや木の

実の採集などをして移動して暮らし

ていたので、同じ所に住んで食べ物

を手に入れることができる「稲作」

は人々の暮らし方を変えてきまし

た。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

ムラができクニへと成長

水田稲作が広まると、それま

で木の実を食べていた人たち

が、十分な食べ物を保存でき

るようになり、人口が増えて

いきました。そして、お米づ

くりの共同作業を通じたリー

ダーとグループが誕生しま

す。そうしたグループがたく

さんできてムラになり、ムラ

が集まってクニができまし

た。米づくりが、日本の国の

もとになったのです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

本州への広まり

青森県の砂沢遺跡で約2300年

前の水田跡と農具が発見され

ています。このことによっ

て、九州に伝わった水田稲作

は300年で本州最北端にまで広

まったことを裏付けました。

当時としては驚くような速さ

で、広まっていたことになり

ます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

美味しいお米のたき方

お米は計量カップなどで正確

に計ってボウルに入れます。

ぬかのにおいが染み込まない

ように、1回目は別のボウルに

水を入れて素早く米の入った

ボウルに注ぎ2〜3回かき混ぜ

て手早く水を捨てましょう。

「1回目は流水ではなく、ため

水を一気に注ぎ、時間をかけ

ないようにします。」とぐよ

うにして3〜5回洗って下さ

い。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

水加減は釜の中の目印を基準に正確

に水を入れてください。季節や品質

でたきあがりの「かたさ」「やわら

かさ」が違います。水分量を調整し

ながら数回たいて、好みのたきあが

りを見つけましょう。夏場は40

分、冬場は1時間以上水につけま

す。たきあがったら10〜15分必ず

蒸らしてからふたを開けてご飯をほ

ぐして、十分な蒸気を発散させてく

ださい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

北海道地方…イカめし

イカめしは、北海道を代表す

る、郷土料理です。生イカの

腹に、水洗いしたもち米をつ

めて、調味料で味付けをして

完成します。

東北地方…ホッキ飯

ホッキ飯は、福島県浜通りの

地域で愛されています。ホッ

キ貝をご飯に混ぜこんだ料理

です。

関東地方…江戸前寿司

江戸前寿司は、東京都の郷土料理

で、酢飯をにぎり、上に魚介類をの

せた、早寿司です。

中部地方…カニ飯

カニ飯は、福井県の郷土料理

です。ズワイガニの卵を混ぜ

こんだご飯。駅弁にもなって

います。

近畿地方…松茸飯

松茸飯は、京都府の郷土料理

です。秋に美味しい松茸をた

くさんつかった1品です。

中国地方…ばら寿司

ばら寿司は、岡山県の郷土料理で、

卵や紅しょうが、しいたけ、海老な

どを酢飯に混ぜた、色々なものがは

いったご飯です。

別名、祭り寿司ともいいます。

九州地方…鯛飯

鯛飯は、長崎県の郷土料理で

す。鯛をまるごと1匹つかった

料理です。鯛飯は、学校の給

食でも、食べられています。

沖縄地方…タコライス

タコライスは、沖縄県の郷土

料理です。タコスのトルッ

ティーヤ（トウモロコシの

皮）をライスに変えたもので

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

日本は瑞穂の国です。

市内では昭和30年頃は田んぼ

がありました。門前自冶会の

周辺が一番田んぼが多くあり

ました。

・バケツ稲づくり野島農園体

験者の様子

表彰状授与；体験したこと

を、グループに分かれて、一

人一人発言し、学びの原点、

自ら体験し、それを発信す

る！感動しました♪

バケツ稲づくり前にて記念撮影

第六小学校校長 茂木善行氏、

発表会に参加した門前自治会関係者

は、

青少協担当理事 島元晟光氏、

総務担当 野島武夫氏、

門前自治会会長 野島貞夫氏です。

バケツ稲づくり庭園

バケツ稲づくりを体験してみ

ての感想文を２つ紹介致しま

す。

バケツ稲づくり参加者一同

ＭＯＡ健康生活（自然農法）

ネットワークの皆さま。

バケツ稲づくり参加者一同

門前自冶会体験農園に参加した

子供たち。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

稲を育てて

三橋智子

稲を育てるのはすごく大変で

した。特に土を混ぜる時につ

めの中に土が入ったりして服

にもついてすごく大変でし

た。

稲かりをして稲にスズラン

テープで結んですけどそれが

緩くなったりして強く結べな

くてすごく難しかった。

稲を一番最初に育てた時芽が

まだちょっとしかでてなくて

カワイかったです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

稲を育てて米づくりの人たち

はすごく大変なんだなぁとい

うことを感じました。

稲育てはもう終わったけどま

だ米を炊いていないので学校

でこんどお米を炊いたときに

おいしく炊けると嬉しいで

す。

野島さんお米の発表会のとき

はありがとうございました。

これからもよろしくおねがい

します。

米づくりすごく楽しかったで

す。また来年も作りたいで

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

バケツ稲を育てて

池田寅彦

バケツ稲を育ててぼくは、始

め、小さな苗だったけれど、

収穫する時には大きくなって

いたので、分げつ力はすごい

な、と思いました。

また、観察中、穂先が茶色に

変色していたのが不思議でし

た。

もみがらをとる時、中身がな

い失敗がちょっとありまし

た。それは、水の管理の関係

だと思います。米づくりには

水が重要なんだな、と思いま

した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

夏休みの午前中には、「穂の

花が咲く」、と先生がいって

いたけど、見られなかったの

で残念でした。

今度作るとしたら、バケツ、

田の両方で作ってみてちがい

を調べてみたいです。

バケツで作るのはあまりむず

かしくなかったけれど、田で

はもっと苦労があるのではな

いかと思いました。

バケツ稲は楽しかったです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

最後に東久留米市において、

昭和30年頃は、田んぼがあり

ました。毎年4月〜6月頃は稲

づくりに家族全員で参加し、

農家にとって一番多忙な季節

でした。子供の頃、親と一緒

に自宅裏の田んぼの育成（種

まき、稲の植付、水やり、除

草、稲刈り、乾燥、脱穀）を

一通り行った事は、日々忙し

くありましたが、良い思い出

です。

お米づくりを通して、色々学

ぶことができ、丈夫な体がで

き、お米が大好きになりまし

た。

米とは八十八と書き、約88の

労作作業があると言われてい

ます。

平成24年度バケツ稲づくりに

参加者、協力者に感謝致しま

す。

平成25年度もJA東京みらい駅

前支店、本店経済指導課、全

農中央会の協力を頂き、門前

自治会として、バケツ稲づく

りを行い、お米を収穫・食し

て頂きたいと念願していま

す。

本行事に参加したい方は、次

回開催時に門前自治会掲示

板、準公的掲示板及びくるく

るなどで告知致しますのでご

連絡下さい。また、門前自冶

会より地域の特徴を生かすた

めに、体験農園を委託された

圃場の、野菜等の育成管理の

ボランティアを募集中。自然

農法の野菜を育成する興味が

ある方♪・あなたも美しい健

康生活を始めてみませんか

♪・・お待ちしています♪Ｍ

ＯＡ自然農法認定圃場野島農

園（042-471-0912野島まで）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・バケツ稲づくりマニュアル

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済
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